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上での大きな課題と思われる。            （文責 大学教育研究開発部門 西山宣昭） 
[1]「筑波スタンダードに基づく教養教育の再構築―世界水準を目指す全学的取組み（中間報告書）」





○●○ 大学コンソーシアム石川 FD研修会開催のご案内 ○●○ 
第２回 












主催：大学コンソーシアム石川  共催：金沢大学大学教育開発・支援センター 
講師：坂詰 貴司氏 （東京、芝中学校・芝高等学校教諭） 
高等教育研究情報誌『Between』（進研アド、Benesse教育研究開発センターHPに掲載）において、
大学関係者に積極的に提言するなど、高校の側からの発信を続けている。オセアニア教育学会理事、
元広島大学高等教育研究開発センター客員研究員。 
テーマ：「リメディアル教育と高大連携」 
趣旨：最近の入学試験は各大学で様々な方式を採用しています。そのためにリメディアル教育の必要
性が高まっています。昨年６月、国立大学協会も中教審に対する意見書の中で、「目的意識や学習
意欲の少ない学生に対してリメディアル教育などを実施しなければならないという現実」について
指摘しています。今回は大学教育関係者、中等教育関係者はもとより、教育に関心をお持ちの一般
市民の皆様と、よりよいリメディアル教育について、高大連携の観点から考えてみたいと思います。 
